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一
昨
年
、
そ
し
て
昨
年
。
二

年
続
け
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組

織
）
関
係
者
の
″
夢
″
が
岡
山

で
実
現
し
た
。

　
「
お
か
や
ま
国
際
貢
献
Ｎ
Ｇ

ｏ
サ
ミ
ッ
ト
」
－
地
方
訃

で
は
珍
し
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国
際

会
議
開
催
だ
。
昨
年
十
一
月

の
第
二
回
に
は
、
海
外
か
ら
パ

キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

ト
ピ
ア
の
会
理
事
で
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
女
子
大
教
授
横
山
学

さ
ん
（
四
八
万
岡
山
市
浜
口
Ｈ
は
強

調
す
る
。

　
横
山
さ
ん
は
昨
年
二
月
か
ら

今
月
初
め
ま
で
事
務
局
長
を
務

め
、
昨
年
の
サ
ミ
ッ
ト
を
取
り

仕
切
っ
た
。

会
の
意
義
を
話
す
。

　
　
「
目
的
も
方
針
も
異
な
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
運
動
が
根
付
き
、
大
き
く
育

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
必
要
。
あ
そ
こ
が
頑
張
っ

て
い
る
な
ら
ご
っ
ち
も
頑
張
ろ
う

と
い
う
よ
う
な
、
互
い
の
活
動
を

支
え
合
い
、
は
ぐ
く
む
た
め
の
コ

た
。
第
一
回
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
題
に
し
た
昨
年
の
サ
ミ
。
ッ
今
。
。
海
た
。

で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
沖
縄
で
の
サ
テ
外
代
表
の
報
告
で
は
、
貧
困
に
悩
　
　
「
お
互
い
を
知
る
に
は
、
違

ラ
イ
ト
会
議
（
分
科
会
）
の
計
画
む
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
国
々
か
い
を
認
識
す
る
の
が
出
発
点
。

を
依
頼
さ
れ
、
実
現
さ
せ
た
。
Ｎ
ら
の
生
々
し
い
訴
え
が
ス
ト
レ
ー
な
ぜ
考
え
方
が
琳
う
の
か
。
ど
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京
；
ト
ワ
ー
ク
切
」
と
指
摘
す
る
。
　
　
　
　
　
　
サ
ミ
ッ
ト
の
も
た
ら
し
た
影
響

ネ
パ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
、
ア
フ
　
サ
ミ
ッ
ト
は
、
、
ア
ジ
ア
医
師
　
岡
山
市
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
文

リ
カ
を
中
心
に
二
十
力
国
・
約

宣
言
を
採
択
す

連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
Ｈ
‥
本
学
部
在
学
中
、
独
特
の
文
化
を
持

刊
毫
○
瀧
雛
壇
謳

る
な
ど
一
定
の
成
果
を
あ
げ
部
岡
山
市
檜
津
）
が
中
心
と
な

た

　Ｃ

つ
沖
縄
に
興
味
を

持
ち
、
文
化
史
研

究
の
道
へ
。
成
城

大
と
筑
波
大
の
大

学
院
修
了
。
一
貫

り
、
岡
山
を
国
際
貢
献
で
世
界
し
て
沖
縄
の
歴
史

　
主
催
は
「
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
の
発
信
地
に
し
よ
う
と
提
唱
す
と
文
化
の
研
究
に

岡
山
構
想
を
推
進
す
る
会
」
（
ト
る
（
国
際
貢
献
ト
ピ
ア
岡
山
構
取
り
組
ん
で
き

ピ
ア
の
会
）
。
平
成
六
年
一
月
、
想
」
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。

岡
山
県
下
の
自
治
体
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
た
。
こ
の
構
想
の
実
現
を
目
指
　
　
一
方
で
、
地
元

な
ど
五
十
数
団
体
や
一
般
市
民
し
て
結
成
さ
れ
た
の
が
ト
ピ
ア
の
街
づ
く
り
の
命

の
賛
同
を
得
て
結
成
さ
れ
た
。
の
会
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
に
参
加
す
る
な

現
在
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
は
約
三
　
　
「
サ
ミ
ッ
ト
開
催
自
体
、
大
ど
、
地
域
の
問
題

十
団
体
が
加
盟
す
る
。
’
　
　
き
な
成
果
だ
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
だ
に
も
熱
心
だ
。

　
「
岡
山
’
の
各
種
団
体
が
会
に
け
で
な
く
他
の
多
く
の
地
元
Ｎ
　
ト
ピ
ア
の
会
へ

結
集
す
る
こ
と
で
サ
ミ
ッ
ト
は
石
Ｏ
が
集
ま
り
、
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
の
参
加
は
、
沖
縄

実
現
し
た
。
地
域
に
広
が
る
輪
ク
化
し
た
こ
と
に
意
昧
が
あ
と
の
か
か
わ
り
が

が
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
」
。
る
」
。
横
山
さ
ん
は
ト
ピ
ア
の
き
っ
か
け
だ
っ

Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
岡
山

の
地
域
お
こ
し
を
目
的
と
し
た
会

の
趣
旨
に
賛
同
し
た
か
ら
だ
。

　
■
違
い
を
認
識

は
大
き
か
っ
た
。

　
　
「
生
存
の
た
め
の
教
育
」
を
主

ト
に
伝
わ
っ
て
き
た
。
「
生
の
声
う
し
て
貧
富
の
差
が
あ
る
の

を
聞
く
こ
と
で
、
国
や
文
化
の
違
か
。
違
い
を
見
つ
け
る
こ
と
か

い
が
超
え
ら
れ
、
国
際
協
力
に
つ
ら
正
し
い
理
解
が
生
ま
れ
、
正

い
て
と
も
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
し
い
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
」
と
横
山
さ
ん
。

否

　
こ
の
連
載
は
読
者
と
と
も

に
地
域
づ
く
り
を
考
え
る
企

画
で
す
。
山
陽
新
聞
社
「
『
く

に
』
づ
く
り
・
熱
き
人
々
」

取
材
班
（
電
話
０
８
６
１
２

４
４
１
６
７
７
９
、
フ
ァ
ク

ス
０
８
６
－
２
４
４
１
４
９

２
３
）
ま
で
、
ご
意
見
、
ご
・

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
サ
ミ
ッ
ト
’
で
は
、
海
　
横
山
さ
ん
の
国
際
化
へ
の
理
内
側
の
垣
根
を
低
く
し
、
内
面

外
参
加
者
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
念
は
、
テ
ー
マ
に
し
て
き
た
文
に
お
け
る
国
際
化
が
で
き
る
か
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入
れ
や
、
県
下
七
会
場
で
の
サ
テ
化
史
の
研
究
に
よ
り
ど
こ
ろ
が

･ＮＧＯの達携によ弔地域おこしを訴える横

山さん＝４月13日、岡山市内でのトピアの

会総会
だ
」
。
自
指
す
の
は
。
内
な
る

国
際
炉
で
あ
る
。

　
■
交
流
の
場

　
今
年
一
月
、
岡
山
県
下
の
Ｎ連
携
の

場
が
誕
生
し
た
。
毎
月
一
回
開

く
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
報
告
会
「
″
ト

ピ
ア
″
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
講

演
会
」
だ
。
各
団
体
の
相
互
理

解
の
促
進
と
、
県
民
へ
の
啓
も

う
な
ど
が
狙
い
だ
。

　
海
外
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
含
め
て
一
堂

に
会
す
る
サ
ミ
ッ
ト
、
さ
ら
に

ト
ピ
ア
の
会
を
通
じ
た
交
流
。

に
よ
っ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
も

一
段
ど
広
が
り
を
み
せ
て
い

る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
は
今
年
も

十
一
月
、
岡
山
で
開
か
れ
る
。

　
横
山
さ
ん
は
い
う
。
『
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活

動
の
促
進
。
そ
れ
が
笹
界
都

市
』
づ
く
り
の
は
ず
み
に
な
る
」
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